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鑑賞領域における段階的な言語表現活動の教育的効果 
－「アイーダ」を題材とした授業実践－ 
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1．．研研究究背背景景 
 中学校学習指導要領(平成 29 年告示)において、

教科等を通じて「知識及び技能の習得」「思考力・

判断力・表現力等の育成」「学びに向かう力、人

間性等の涵養」の三つの柱を基盤とした学力観

が示され、その中で教科固有の見方・考え方を働

かせながら深い学びを形成していくことが求め

られている。 
音楽科においては、児童生徒が「音楽のよさや

美しさを味わって聴く」ことや、「音楽に親しん

でいく態度を養い、豊かな情操を培う」ことなど、

生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに

関わる資質・能力の育成が目標として掲げられ

ている。特に鑑賞領域では、曲想や音楽の構造、

音楽を形づくっている要素(音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成)に着目

しながら聴き、音楽のよさや美しさを言葉で表

現し他者と伝え合い、論じ合うことの重要性が

示されている。その際、音楽を単に情景的・印象

的に受け止めるだけではなく、音楽を形づくっ

ている要素や要素同士の関連を聴き取ること

(知覚)と、音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連の働きが生み出すよさや面白さ、特質や

雰囲気などを感じ取ること(感受)、それらの側面

から積極的に言語化する学習活動が重視されて

いる。 
さらに「言語活動の充実」に関する事項では、

他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり

音楽を聴いてそのよさや価値等を考えたりして

いく学習の充実を図る観点から、「音や音楽及び

言葉によるコミュニケーションを図り、音楽科

の特質に応じた言語活動を適切に位置づけられ

るよう指導を工夫すること」としている。したが

って、音楽の鑑賞では、学習者が音楽を柔軟な思

考で、創造的に、言葉で評価することによって能

動的な鑑賞活動が実現されるということがいえ

るだろう。また、小川(2017)は、「聴取」と「鑑賞」

は異なる活動であり、音楽科における「鑑賞」は

「その音楽が自分にとってどういう意味がある

かという価値鑑賞することまでを含む」として

いる。すなわち、充実した鑑賞活動の実現を目指

し、音楽を適切に「評価」するためには、曲想や

音楽の構造、音楽の要素や背景などに着目して

聴く必要がある。そしてそれらを踏まえたうえ

でどのように音楽を聴いて感じ取ったか、味わ

ったかを言葉で批評することが鑑賞活動の重要

な要素になる。 
しかしながら実際の授業現場では、楽曲を聴い

た後に「感じたことをどのように言葉で表せば

よいのか分からない」「何に着目して記述すべき

か分からない」といった課題を抱える生徒が多

く見られる。教師が示した視点に基づいて記述

することはできても、自ら音楽の特徴をとらえ、

論理性のある文章としてまとめることには困難

さが生じやすい。「特定の課題に関する調査(音
楽) 中学校」(国立教育政策研究所, 2010)による

と、「音楽の授業で鑑賞をするとき、その音楽の

よさや美しさを感じ取ることは好きですか」と

いう質問項目に対し、「好きだ」「どちらかといえ

ば好きだ」と回答した生徒は半数以上であった。

その一方で、「音楽の授業で鑑賞をするとき、そ

の音楽から感じ取ったことを言葉や文章などで

表すことは好きですか」という質問項目では、同

様に肯定的回答をした生徒が 3 割程度に減少し

てしまうという結果になっている。 
このことは、筆者が実習協力校において実施し

た事前アンケートの自由記述欄においても、「感

じたことはあるけれど、それを言葉にするのは

難しい」「音楽をどう説明すればよいか分からな

い」といった記述が複数見られた(図 1)。 
また量的データにおいても、音楽を聴いて感じ

たことを文章で表すことに対し、自信のなさや
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苦手意識を持つ生徒が一定数存在していること

が確認された。特に、「音楽を言葉で表すことは

得意である」と回答した生徒は全体の中でも低

い傾向を示しており、文章化に関する支援の必

要性が示唆された(図 2)。 

図 1 言語化に関する生徒の自由記述 

図 2 言語化に関する生徒の意識 

2．．研研究究課課題題 
 本研究では、研究課題を以下のように設定し

た。 
 「鑑賞活動において、生徒が主体的に音楽を受

け止め、思考を深めながら批評文を書く力を育

成するために、どのような活動や指導の工夫が

効果的か。」 
 特に、音楽の特徴(知覚)と、そこから生徒が感

じ取ったこと(感受)を区別しながら記述する等

の段階的な手法を導入することで、生徒の言語

化の困難さを軽減し、論理的かつ主体的な鑑賞

能力や批評する力を育てることができるのでは

ないかと考えた。このことから、研究仮説を次の

ように設定した。 
 「段階的な記述のプロセスや他者との対話的

活動を通すことで、生徒は音楽を主体的に受け

止めるようになり、作品の特徴を自分なりの視

点で捉え、音楽的観点に基づいた批評文を書く

ことができるようになる。」 
 「段階的な記述のプロセス」について、具体的

には、 
① 第一印象の言語化 
② 具体的な鑑賞観点(音楽の構成要素)への

着目 
③ 他者との対話・意見共有 
④ 記述の整理と文章化(批評文の作成) 

というプロセス(図 3)を用いることで、生徒の思

考と記述内容が整理され、自分なりの観点で音

楽のよさや美しさについて言語化する力が高ま

ることを見込んだ。 

図 3 段階的な記述のプロセス 

3．．研研究究目目的的 
 本研究の目的は、「段階的な鑑賞活動を通して、

生徒が主体的に音楽を聴き受け止める姿勢を促

すとともに、音楽的観点に基づいて音楽を捉え

る力を高め、音楽の特徴や良さを『音楽の言葉』

で表現する力の育成を図ること」である。これら

を達成するための授業の工夫・手立てを計画し、

実践する。なお、本授業では、中学校第 2 学年の

鑑賞教材であるヴェルディのオペラ『アイーダ』

を題材とし、全 3 時間の授業を構成して取り組

みを行った。 

4．．研研究究方方法法 
(1) 研究対象 
 本研究の実践は、甲府市内の公立中学校に在

籍する第 2学年の生徒 68名を対象として実施し

た。 
(2) 研究の手順 
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 本研究では、授業実践・生徒の意識調査・ワー

クシートの記述内容の分析の 3 つの視点から研

究を進めた。 
 授業においては、3 時間の単元計画を構成し、

段階的な鑑賞活動を中心に生徒の「音楽的観点

に基づいて言語化する力」の変容を探った。 
 また、事前・事後の意識調査では、Google form
を使用した４件法アンケート調査を記名式で行

った。鑑賞活動や、感じたことを言葉で表す活動

等に対する意識、また鑑賞活動への興味・関心の

実態を把握することを目的としている。 
 生徒の記述内容分析においては、授業内で使

用するワークシートを基に、記述内容や言語表

現が授業を通してどのように質的に変化したか

を見取る。「知覚(音楽の特徴)」や「感受(感じた

こと)」などの視点から質的に分析する。 
 本研究では、先に述べた「段階的な記述のプロ

セス」を意識しながら授業を構成している。これ

は、音楽科新学習指導要領における「音楽の見

方・考え方」を働かせた深い学びを促すために不

可欠であると考えたためである。 

5．．授授業業実実践践のの概概要要 
 本章では、全 3 時間で構成した授業実践の概

要について述べる。なお、実践時期は 2025 年 10
～11 月であった。 

5-1．．学学習習指指導導案案のの概概要要 
(1) 題材名 

オペラ『アイーダ』の世界を楽しみ、感じ

たことを音楽の言葉で表そう 
(2) 本題材で扱う事項の内容 

   第 2 学年「B 鑑賞」  
ア (ｱ) 鑑賞に関わる知識を得たり生かし

たりしながら、曲や演奏に対する評

価とその根拠について考え、音楽の

よさや美しさを味わって聴くこと。  
イ (ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化

や歴史、他の芸術との関わりについ

て理解すること。 
〔共通事項〕(1)ア 

本題材の学習において、生徒の思考・判断

のよりどころとなる音楽を形づくってい

る要素：「旋律」、「テクスチュア」 

(3) 題材の目標 
① 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、

他の芸術との関わりについて理解する。 
② 旋律やテクスチュアを知覚し、それらの

働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな

がら、知覚したことと感受したことの関

わりについて考えるとともに、曲や演奏

に対する評価とその根拠について考え、

音楽のよさや美しさを味わって聴く。 
③ 独唱やオーケストラ、合唱などの、オペ

ラの多様な音楽表現に関心を持ち、音楽

活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑

賞の学習に取り組み、音楽に対する感性

を豊かにする。 
(4) 題材について 

 本授業では、オペラ『アイーダ』の世界

を楽しみつつ、音楽の特徴を味わいながら

鑑賞する。全 3 時間を通して、総合芸術で

あるオペラの魅力やアイーダの世界観に

親しんだり、鑑賞活動における核ともいえ

る「批評文」をより充実させ、音楽を形づ

くっている要素に着目して適切に言葉で

表現したりすることを目的としている。 
 授業設計にあたり、授業観察で見られた

普段の音楽の授業の様子等を踏まえ、生徒

の実態に合わせた学習活動の設定を行っ

た。高度な学習内容を扱うのではなく、音

楽が得意な生徒もそうでない生徒もどち

らも楽しむことができるような、誰一人取

り残さない授業づくりを心掛けていく。 
(5) 教材について 

教材名 〇鑑賞教材『アイーダ』から 
 教材選択の理由は次のとおりである。 
 ヴェルディによるオペラ『アイーダ』は、

歴史的背景やドラマティックな物型展開

に加え、管弦楽や合唱、歌唱の多彩な音楽

表現が融合した総合芸術である。本題材を

扱うことで、生徒は単なる音楽鑑賞にとど

まらず、物語や登場人物の感情、文化的背

景など、多角的に音楽を感じ取り主体的に
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理解する力を養うことができると期待し

た。 
(6) 授業計画(全 3 時間) 

 第 1 時【オペラに親しみ、アイーダの世

界に入り込もう】 
ねらい：音楽の特徴とその背景となる文化

や歴史について理解するとともに、物語・

音楽の世界観を知り、聴く意欲を高める。 
 第 2 時【音楽を形づくっている要素に着  

目しながら鑑賞し、感じたことを共有しよ

う】 
ねらい：旋律やテクスチュアを知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気を感

受しながら、知覚したことと感受したこと

との関わりについて考える。 
 第 3 時【『アイーダ』を評価し、自分の言

葉で「批評文」として表そう】 
ねらい：「アイーダ」の音楽や演奏に対す

る評価とその根拠について考え、「アイー

ダ」の音楽よさや美しさについて紹介文を

記述する。 

5-2．．段段階階的的なな批批評評活活動動 
 本授業では、次の 4 つの段階に沿って生徒の

言語化・記述を支援するプロセスを設定した。 
 

(1) 第一印象を言語化する 
 最初に、楽曲を聴いて感じたことを自由に

書く活動を行った。ここでは正確さよりも、

「まず表してみる」ということを重視し、生

徒の心的ハードルを下げることに主眼をお

いた。そのため、第一印象を言葉にすること

が困難な生徒はキーワードや擬音語などの

言葉を使用したり、感じたことやイメージを

絵で表したりしてもよいという選択肢を与

えた。 
(2) 具体的な音楽要素を捉える 
 続いて、第 2 時では特に「音楽を形づくっ

ている要素」に着目して聴き、「音楽の聴き方」

を学ぶという学習を充実させた。事前調査で

の「鑑賞の活動で音楽を聴くとき、音楽を形

づくっている要素に着目しながら聴くこと

ができる」という質問項目における回答結果

を踏まえ、改めて「音楽を形づくっている要

素」とは何なのか、音楽がどのようにして成

り立っているのかを理解することを重視し

ている。 
 音色・リズム・速度・旋律・テクスチュア・

強弱・形式・構成という 8 つの「音楽を形づ

くっている要素」のうち、教師側から設定し

た「旋律」と「自分が気づいた要素」につい

て、どのような特徴があるか、またどのよう

なことを感じ取ったかを考えながら聴く時

間を設けた。この段階では、ワークシートに

「音楽の特徴(知覚)」と「感じたこと(感受)」
を分けて記入するフォーマットを用意した。

鑑賞したことを文章として一括的に表現す

るのではなく、音楽の知覚的側面と感受的側

面を分離して記述することで、表現内容の整

理と思考の構造化を図ることをねらいとし

ている。また、これにより生徒が情報を整理

しやすくなり、音楽の価値づけを促すことに

繋げている。 
(3) 他者との対話・意見共有 
 段階的な批評活動を行う上で、言語化の手

がかりとしてグループや全体での意見共有

の場を意図的に構成した。これは、他者との

対話的な学びによって音楽のよさや美しさ

について相互理解を深めることをねらいと

している。「聴く」という行為だけではなく他

者と意見を共有し音楽の特徴等の気づきを

促したり、新しい視点で音楽を見つめたりす

る場が必要だと考え、話したり表現したり、

論じ合ったりする時間を意図的に設定する

ことで、個々の気づきが増え、表現の幅が広

がることをねらいとした。 
 また、対話の際には、どのように意見を共

有するか、共有の観点を明確化して提示した。

これにより、生徒は発言の観点を持って意見

共有に臨むことができ、意見共有の場が表面

的な感想の共有にとどまらず、音楽的視点に

基づいた対話を活発化させることに繋げて

いる。 
(4) 記述の整理と文章化(文章として統合する) 
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 第 3 時では、これまでの過程で得られた気

づきや価値づけしたことをもとに、「アイー

ダの音楽のよさを紹介する批評文」を書く活

動を行った。 
 
 この他にも、授業の具体的な手立てとして、

「アイーダ」に関連した遊戯的・協働的なアイス

ブレイクや、オペラの概要・歴史・文化的内容を

もとにしたオペラクイズを導入した。生徒の、主

体的に音楽を聴いて受け止める姿勢の育成を目

指し、普段馴染みのないオペラへの抵抗感や心

理的距離を縮小し、オペラに親しみアイーダの

世界に自然と入っていけるようにするというね

らいがある。 

6．．分分析析 
 本研究では、授業実践の成果を検討するため

量的分析・質的分析の 2 つから、授業の過程に

おける鑑賞の授業に対する意識の変容や生徒の

言語表現内容(記述内容)を見取る。 
 授業前後での「鑑賞授業や、感じたことを言葉

で表すことに対する意識」を見るために、授業前

と授業後に全 6 項目、4 件法でアンケート調査を

実施した。アンケート調査によって得られたデ

ータは、「とても当てはまる」を 4 点、「やや当て

はまる」を 3 点、「あまり当てはまらない」を 2
点、「全く当てはまらない」を 1 点として数値化

した。数値化された各設問の点数について、ウィ

ルコクソンの符号付順位検定を実施した。統計

処理には JASP を使用し、統計的有意水準は 5%
未満とした。 

7．．結結果果 
7-1．．全全体体的的傾傾向向のの分分析析結結果果(事事前前・・事事後後調調査査のの結結

果果) 
 すべての項目において有意差は認められず、3
時間の実践では大きな変化がみられなかった(表
1)。 
 
 

表 1 授業前後における鑑賞授業への意識の変化 

7-2．．生生徒徒個個別別ににおおけけるる分分析析結結果果(ワワーーククシシーートトのの

記記述述内内容容のの変変化化) 
 ここでは、主に変化のあった 2 名の生徒のワ

ークシート(批評文)の中身の変化を質的に分析

した。音楽的観点に基づいた言語表現の高まり

を分析し、感じたことを言葉で表現する力がど

の程度身に付いたかを見取る。 
 まず、女子生徒Ａさんの変化である。Ａさんの

アンケート回答では、どの項目においても事前

事後で変化はなかった(表 2)。しかしワークシー

トの記述内容を見てみると、1 時間目は「すごい」

「壮大」などの抽象的な単語が多かったものの

(図 5)、2 時間目で音楽の特徴を捉え、音楽の聴

き方を学習したことで(図 6)、それを踏まえ 3 時

間目では音楽の特徴(図7、下線赤 知覚したこと)
と感じたこと(図 7、下線青 感受したこと)を自

分の言葉で結び付けて書くことができている。3
時間の学習を通して、「音楽的な語彙」が増え、

音楽的表現を使用した記述内容になっているこ

とが読み取れた。このことから、事前事後アンケ

ートの回答には変化が見られなかったものの、

ワークシートの記述内容は変化したといえる。 
 

表 2 Ａさんの事前事後アンケートの結果 

 

質問① 質問② 質問③ 質問④ 質問⑤ 質問⑥

事前 3 4 3 3 2 2
事後 3 4 3 3 2 2
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図 5 Ａさんの第 1 時の記述内容 

図 6 Ａさんの第 2 時の記述内容 

 
図 7 Ａさんの第 3 時の記述内容 

 
 また、事前事後アンケートの回答とワークシ

ートの記述内容がともに変化した男子生徒 B さ

んの変化である。B さんは、事前事後アンケート

の質問項目④(鑑賞の活動で音楽を聴くとき、音

楽を形づくっている要素｟リズム、速度、旋律、

強弱など｠に着目しながら聴くことができる) 
の回答において、事前では 1(全く当てはまらな

い) と回答したのに対し、事後では 4(とても当

てはまる) と回答している(表 3) 。Ｂさんのワー

クシートの記述内容を見てみると、1 時間目は

「グワーってなった」という抽象的なキーワー

ドの記述であったが(図 8) 、2 時間目で音楽の要

素に着目して聴き「音楽的に聴く」ことを行った

ことで(図 9) 、3 時間目では、音楽の特徴を根拠

とし、音楽の特徴に着目した批評文を書くこと

ができている(図 10) 。 
 

表 3 Ａさんの事前事後アンケートの結果 

図 8 B さんの第 1 時の記述内容 

図 9  B さんの第 2 時の記述内容 

図 10  B さんの第 3 時の記述内容  

8．．考考察察 
 先にあげた本研究の目的は、「段階的な鑑賞活

動を通して、生徒が主体的に音楽を聴き受け止

める姿勢を促すとともに、音楽的観点に基づい

て音楽を捉える力を高め、音楽の特徴や良さを

『音楽の言葉』で表現する力の育成を図ること」

であった。「アイーダの音楽を紹介する批評文を

書く」という目的意識を持たせ、その達成に向け

て段階的な鑑賞活動を取り入れた授業実践を行

った結果、生徒の鑑賞における言語表現の質や

質問① 質問② 質問③ 質問④ 質問⑤ 質問⑥

事前 2 4 2 1 3 2
事後 3 4 3 4 2 3
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音楽の捉え方に一定の変化が見られた点におい

て、目的は部分的に達成されたと考えられる。 
 具体的には、事前事後アンケートの量的分析

において統計的に有意な差は認められなかった

ものの、ワークシートや批評文の記述内容を質

的に分析すると、授業の進行に伴い、音楽的要素

に着目しながら音楽の特徴や良さを音楽の言葉

で説明しようとする生徒の姿が確認された。授

業初期には感情的・抽象的な表現にとどまって

いた生徒の中にも、旋律や強弱などの音楽を形

づくっている要素と結び付けて、自身の感じた

ことを説明する記述へと変化する様相が見られ

た。 
 このような変化が生じた要因として、段階的

な鑑賞活動を通して、生徒が「どのように音楽を

聴けばよいのか」という鑑賞の視点を明確に学

んだことが挙げられる。「音楽を形づくっている

要素」に着目する活動を段階的に取り入れたこ

とで、生徒は音楽を漠然と聴くのではなく、音楽

的観点に基づいて意識的に捉えようとするよう

になり、主体的な「知覚」の姿勢が育まれたと考

えられる。また、批評文を書くという明確な目的

意識を設定したことや、他者との対話により音

楽的知覚(気づき)を促し、言葉で表現する手立て

としたことも、音楽の言葉による表現を意識し

た鑑賞を促す一因となったといえる。 
 一方、本研究にはいくつかの課題も残された。

まず、生徒間で言語化の得意・不得意が顕在化し、

感じたことを言葉で表すことに難しさを感じる

生徒が一定数見られた点である。特に、音楽を聴

いて「どのように感じたか」という「感受」の側

面については、支援が十分とは言えず、言語化に

困難を抱える生徒が存在した。 
 また、量的分析において変化がみられなかっ

た要因として、授業時間数が限られていた点が

考えられる。数時間の実践では、生徒の意識や態

度の変容が数値として明確に表れにくかった可

能性がある。さらに、アンケートの質問項目にお

いて「得意であるか」という表現を用いたことに

より、生徒が自己評価に慎重になり、肯定的な変

化が数値に反映されにくかったことも一因とし

て考えられる。 

9．．今今後後のの検検討討課課題題 
 今後検討していくべき課題として、まず、学期

や年間を通じた鑑賞活動の系統的な展開が挙げ

られる。本実践では一定の質的変化が見られた

ものの、鑑賞における言語表現の力は短時間で

定着するものではなく、継続的な学習を通して

育成される性質のものである。今回得られた一

定の成果を一過性のものにとどめず、継続的に

音楽の特徴と感じたことを結び付けて言葉で表

現する学習を重ね、生徒の言語化能力の定着と

深化を図る必要がある。「聴く・捉える・言葉で

表す」という経験を長期的に積み重ねることで、

生徒の意識や表現力の変容をより明確に捉える

ことが可能になると考えられる。 
 また、本研究ではオペラ『アイーダ』を題材と

して授業実践を行ったが、オペラは歌詞や映像

を伴うため、生徒にとって内容をイメージしや

すく、言葉で表現しやすい側面があった可能性

が考えられる。今後は、歌詞を持たない器楽曲や、

学習指導要領に示されている他の鑑賞教材を用

いた場合にも同様の授業構成や手立てが有効で

あるかを検討していくことが求められる。 
 さらに、アンケート結果と自由記述の内容を

踏まえると、生徒の実感をより適切に捉えるた

めには、質問項目の表現方法についても再検討

が求められる。「得意・不得意」という自己評価

だけでなく、「取り組みやすさ」や「楽しさ」「意

義の実感」など、多面的な観点から生徒の変化を

捉える評価方法などの工夫の検討が必要である。 

10．．終終わわりりにに 
 本研究を通して、一人一人の生徒が持つ「言葉

による表現の幅広さ」を改めて実感した。生徒の

自由記述には、「(感じたことや音楽のよさを言

葉で表すのは)難しいが楽しい」「自分の中で曖

昧だったものを言葉にすることで整理できた」

「友達と共有することで新たな気づきがあった」

など、数値には表れにくい肯定的な学習経験が

数多く記されていた。これらの記述から、言葉で

表現する活動が、生徒にとって音楽理解を深め

る有意義な学習として受け止められていたこと

がうかがえる。 
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 一方で、生徒の率直で多様な言語表現を、教員

としてどのように評価するのかという点につい

ても重要な示唆を得た。音楽的語彙の使用のみ

を評価の基準とするのではなく、生徒一人一人

の感じ方や思考の過程、他者との対話を通して

広がった気づきをどのように捉え、評価に結び

つけていくかは、鑑賞領域における重要な検討

課題である。 
 音楽におけるコミュニケーションと、言葉に

よるコミュニケーションを往還させながら、生

徒が音楽の良さや美しさを主体的に表現できる

鑑賞学習の在り方について、今後も検討を重ね

ていきたい。そして音楽教員として、本研究で得

られた知見を活かし、より良い鑑賞授業の在り

方や、生徒の多様な表現を尊重した評価方法に

ついて、実践を通して継続的に検討していきた

い。 
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